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廃棄物処理先進事例調査

令和元年11月８日（金）本会危機管理委員会の先進事例調査として、山口県山陽小野田

市にある共英製鋼株式会社山口事業所を訪問し、同社の日本で初めて開発された医療廃棄

物を安全かつ完全に溶融処理する「メスキュードシステム」をはじめ、受け入れた産業廃

棄物を安全かつ安定的に処理をおこなうための取組みについて説明を受け、併せて山口事

業所のリサイクル事業全般について見学してまいりました。

第32回 共英製鋼株式会社
山口事業所

■概 要

商 号：共英製鋼株式会社（KYOEISTEEL LTD.）

代 表：代表取締役会長 高島秀一郎

代表取締役社長 冨廣 靖以

所 在 地：本 社／大阪市北区堂島浜１－４－16 アクア堂島西館18階

枚方事業所／大阪府枚方市中宮大池３－１－１

山口事業所／山口県山陽小野田市大字小野田6289－18

名古屋事業所／愛知県海部郡飛鳥村大字新政成未之切809－１

設立年月日：昭和22年８月21日

解体・破砕・切断、破砕・選別、圧縮
管理型最終処分場

焼却、溶融（電気炉）

焼却、溶融（ガス化溶融炉）

（当日配布資料より）
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■山口事業所

所 在 地：山口県山陽小野田市大字小野田6289番18

操業開始：昭和48年12月

内 容：製鋼・圧延一貫工場（ミニミル）＋廃棄物処理事業（リサイクル）

工場敷地：118,248㎡（約500m×約300m）

事 業 概 要

■メスキュードシステム

注射針・注射筒・メス・検査機材・その他液に付着し

たものなど、病院や診療所からは、多種多様な医療廃棄

物が発生する。近年、Ｂ型肝炎やエイズなどの感染の危

険性が問題となり、感染性の注射針や薬剤容器の不法投

棄が環境汚染を引き起こすなど、医療廃棄物の安全で確

実な処理方法の確立が望まれてきた。こうしたニーズに

応えて、共英製鋼では鉄鋼メーカーとして培ったノウハ

ウを活用し、2000℃以上の高熱となる電気炉を有効利用

してこれらの医療廃棄物を完全無害化溶融する「メスキュー

ドシステム」（特許取得）を開発された。代理店を通じて、医療廃棄物の収集・運搬・処理の一貫したシ

ステムを全国的に展開されている。

「メスキュード」は巨大な機械・装置を備えた製鋼工場における先進のテクノロジーを駆使した日本初

の処理システム。2000℃の超高熱により、瞬間的に完全溶融処理をおこなう。

医療廃棄物は、一般ごみとは区別して管理し、焼却や減菌をおこなう必要がある。人体に危害を及ぼす

おそれのある注射針・検査器材・薬剤容器などは金属製容器に密封するなど、「メスキュード」のシステ

ムはこの規制に合致している。

医療機関は「メスキュードボックス」（専用容器）を施設に設置、注射針など医療廃棄物はそのまま容

器に投入、容器が満杯になれば、専用のフタをかぶせて、「メスキュード・カー」（専用車）にその容器ご

と回収してもらうことになる。医療従事者の方は危険な注射針をはずす作業や薬剤容器・医療器材を選別

するという作業から解放され、看護など本来業務に専念できる。

事 業 内 容：①鋼片、各種鋼材、鉄鋼製品の製造・加工・販売

②一般・産業廃棄物、医療廃棄物の収集・運搬・処分業および自動車リサイクル事業な

らびに廃棄物再生資源化事業

③鉄筋・ねじ節鉄筋加工と組立工事

④鉄鋼製造プラントの設計および鉄鋼製造技術の販売

資 本 金：185憶16百万円（平成31年３月31日現在）

連結売上高：2,423憶円（平成31年３月期）

単体売上高：1,100憶円（平成31年３月期）

共英製鋼グループ：共英産業株式会社、共英リサイクル株式会社、株式会社共英メソナ、共英加工販

売株式会社、株式会社堺リサイクルセンター、株式会社吉年、チー・バイ・イン

ターナショナル・ポート社、ビナ・ジャパン・エンジニアリング社 他

MESSCUD（メスキュード）とは

Medical 医 療

ScrappedMaterial 廃棄物

Safety 安 全

Custody 管 理

Dispose 処 理
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2019年５月20日 厚生労働省大臣室において第17回「メスキュード医療安全基金」贈呈式

（メスキュード医療安全基金のホームページより）

■メスキュード医療安全基金

メスキュードシステムが開始から17年を迎え、医療廃棄物の適正処理だけでなく医療活動とその発展に

貢献したいという思いから、平成14年６月に「メスキュード医療安全基金」を設立された。

基金は、メスキュードシステムに関係する収集運搬会社・中間処理会社・従業員の賛同を得て、取扱い

量に応じて一定額を積み立て、それを年に一度、国内の医療関係団体に寄付されている。

平成14年度の第１回より17年連続で約130団体に３億9325万円円を贈呈された。

■排出事業者へのお願い

安全かつ安定的に廃棄物を処理するため、排出事業者に対し「廃棄物搬入時のお願い」「廃棄物処理時

の禁忌元素について」という文書を用意して啓発に努められている。
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■環境リサイクル事業

①産業廃棄物処理事業

約28,000件の医療機関・自治体・各種企業と産業廃棄物処理を締結。PCB廃棄物を除くすべての廃

棄物処理の許可を取得し、車載リチウム電池・炭素繊維などを処理及び研究対応を実施。また、廃石

綿及び石綿含有廃棄物の溶融リサイクルにも注力し国内溶融処理量の約３割を担う。

②自動車リサイクル事業

自動車リサイクル法関連の全ての許可を取得。次世代自動車、車載リチウムバッテリーのリサイク

ルに対応（広域認定取得）。

③全国展開店舗閉店改装管理事業

全国のコンビニエンスストアの60％ならびに流通業界等を管理しており、付帯設備の回収・廃棄物

の処理を展開。

④鉄源再生事業

自動販売機、大型機械類から各種金属回収を実施。小型家電リサイクル法大臣認定も取得。

「廃棄物処理時の禁忌元素について」

（共英製鋼ホームページより）
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■処理設備について

設 備 処理許可量

電気炉（鉄屑溶解装置） 460t／日 焼却・溶融

ガス化溶融炉 90t／日 焼却・溶融

破砕機（場内設置） 廃プラ120ｔ／日 破砕

破砕機（東沖設置） 廃プラ454ｔ／日 破砕・選別

大型解体機（２基） 金属くず101.7ｔ／日 解体・破砕・切断

プレス機（２基） 金属くず102ｔ／日 圧縮

廃液処理設備 144㎡／日 中和

加熱処理設備（７基） 廃プラ22.42ｔ／日 加熱

破砕選別処理設備

シュレッダーマシン

（共英製鋼ホームページより）

ガス化溶融炉

（共英製鋼ホームページより）
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■ま と め

共英製鋼株式会社山口事業所は、鉄スクラップを再生する電気炉の活用により、医療廃棄物処理等のリ

サイクル事業を手掛けられ、既存の技術やインフラを生かした環境関連ビジネスの先導役として、山口県

内だけでなく日本国内で大きな存在感を発揮されている企業です。

多種多様で感染性の危険が伴う医療廃棄物の収集・運搬・処理一貫システム「メスキュード」システム

は、2000°以上の高熱となる電気炉を有効利用して瞬間的に完全溶融処理を行い、安全かつ完全に処理が

できます。

さらに、山口事業所は普通産業廃棄物20種類、特別管理産業廃棄物はＰＣＢ以外は全てと処理できる品

目が圧倒的に多く、共英製鋼株式会社の環境リサイクル事業を担当している事業所の中でも許可数、取扱

量とも群を抜いています。加えてフロンガス破壊処理、自動車リサイクルや小型家電リサイクル等も手掛

けられています。

このようにさまざまな廃棄物を取り扱われる中で、安全で安定的に処理を行うために、受け入れ時の検

品は特に確実丁寧に行われ、安全対策にも細心の注意を払っていらっしゃいました。

排出事業者に対する啓発はこちらでもご苦労されているようでしたが、地道にコツコツと努力している

とのことでした。

最後に、訪問に当たり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実にご対応、ご説明下さった共英製鋼株式

会社メスキュード部次長 胡麻﨑丈純様、メスキュード部付 木村公司様、そして今回の日程調整や当日

ご同行いただきました株式会社共英メソナ 代表取締役社長 高島浩司様に心からお礼申し上げます。

（文責 藤江 純）


